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府
下
初
の
中
学
卒
へ

拡
充
願
う
運
動
が
自
治
体
動
か
す

堺
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
就
学

前
の
児
童
を
助
成
対
象
と
し

て
い
た
が
、
７
月
か
ら
入
通

院
と
も
に
中
学
卒
業
ま
で
一

気
に
引
き
上
げ
る
。
中
学
生

へ
の
助
成
は
府
下
の
自
治
体

で
初
め
て
。
府
下
で
就
学
前

未
達
成
の
自
治
体
は
、
わ
ず

か
７
市
町
に
減
少
し
た
。

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、

府
の
制
度
が
３
歳
未
満
で
、

全
国
最
低
水
準
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
各
自
治
体
が
独
自

で
上
乗
せ
を
し
て
対
象
年
齢

を
引
き
上
げ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
子
ど
も
が
安
心

し
て
受
診
で
き
る
よ
う
毎
年

実
施
し
て
い
る
大
阪
府
と
の

交
渉
の
中
で
、
一
貫
し
て
助

成
拡
充
を
要
求
。
大
阪
社
会

保
障
推
進
協
議
会
と
も
共
同

116人が参加した東部・南部地区合同の
説明会＝３日、Ｍ＆Ｄホール

各地で新点数説明会
“分かりやすい”と多数が参加

　

新
点
数
説
明
会
が
各
地
区

で
開
か
れ
、〝
説
明
が
て
い

ね
い
で
分
か
り
や
す
い
〞
な

ど
と
多
く
の
会
員
が
参
加
し

て
い
る
。
３
日
の
大
阪
市
東

部
・
南
部
地
区
合
同
説
明
会

に
は
１
１
６
人
が
参
加
、
４

日
の
大
阪
市
北
部
・
西
部
地

区
合
同
説
明
会
に
は
86
人
が

参
加
し
た
。
会
場
は
、
い
ず

れ
も
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
、
講

師
は
協
会
の
社
保
研
究
部
・

政
策
部
講
師
団
が
務
め
、
最

新
の
疑
義
解
釈
の
内
容
な
ど

も
ふ
ま
え
て
解
説
し
た
。
今

後
は
、
３
会
場
で
の
地
区
説

明
会
を
予
定
し
て
い
る
。

大
阪
市
各
地
区
で
総
会

新
年
度
方
針
な
ど
決
め
る

　

大
阪
市
内
の
東
部
地
区
と

南
部
地
区
は
３
日
、
西
部
地

区
と
北
部
地
区
は
４
日
、
そ

れ
ぞ
れ
総
会
を
開
き
、
２
０

０
９
年
度
の
活
動
ま
と
め
と

決
算
、
２
０
１
０
年
度
の
活

動
方
針
、
予
算
な
ど
を
確
認

し
た
。

東
部
地
区

　

東
部
地
区
の
総
会
で
は
、

　

①
〝
会
員
に
喜
ば
れ
る
〞

協
会
ら
し
い
臨
床
・
社
保
な

ど
の
分
野
の
講
習
会
を
企
画

す
る
②
会
員
交
流
の
場
と
し

て
日
帰
り
旅
行
を
企
画
す
る

③
大
阪
市
内
の
他
地
区
と
連

携
し
て
歯
科
医
師
・
患
者
の

要
求
を
大
阪
市
政
へ
反
映
さ

せ
る
働
き
掛
け
と
、
社
会
保

障
推
進
協
議
会
な
ど
と
連
携

し
た
社
会
保
障
を
守
り
改
善

す
る
運
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く―

―

を
重
点
に

し
た
方
針
を
確
認
し
た
。

な
施
策
で
あ
る
。
堺
市
が
中

学
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る
一

方
で
、
守
口
市
は
３
歳
未
満

と
な
っ
て
お
り
、
自
治
体
間

格
差
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。
助
成
制
度
の
抜
本
的
拡

充
の
た
め
に
は
、
本
来
、
国

や
大
阪
府
が
責
任
を
果
た
す

べ
き
だ
。
群
馬
県
や
東
京
都

で
は
中
学
卒
業
ま
で
助
成
対

象
に
な
っ
て
お
り
、
助
成
額

の
２
分
の
１
を
都
・
県
が
補

助
し
て
い
る
。
34
道
府
県
は

就
学
前
児
童
へ
の
助
成
を
実

施
し
て
お
り
、
大
阪
府
の
子

育
て
支
援
の
貧
弱
さ
が
際
立

っ
て
い
る
。

　

橋
下
府
知
事
は
、
公
約
で

就
学
前
拡
充
を
掲
げ
た
が
、

昨
年
11
月
の
戦
略
本
部
会
議

で
「
子
育
て
施
策
の
優
先
順

位
は
低
く
な
る
」
と
発
言
。

２
０
１
０
年
度
予
算
に
も
盛

り
込
ま
ず
、
府
民
の
期
待
を

裏
切
り
続
け
て
い
る
。

し
て
、
各
自
治
体
に
年
齢
の

引
き
上
げ
を
求
め
て
き
た
。

　

２
０
０
８
年
に
橋
下
知
事

が
制
度
の
改
悪
案
を
示
し
た

際
に
は
、
署
名
や
集
会
な
ど

に
取
り
組
み
、
府
民
の
大
き

な
声
と
運
動
で
改
悪
を
や
め

さ
せ
た
。
府
民
要
求
と
結
び

つ
い
た
協
会
の
重
層
的
な
取

り
組
み
が
、
助
成
制
度
の
拡

大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
解
説
】

　

医
療
費
助
成
は
子
育
て
へ

の
社
会
的
支
援
と
し
て
重
要

動
の
交
流
や
大
阪
市
に
対
す

る
医
療
・
福
祉
施
策
の
要
望

を
検
討
し
て
い
く
予
定
に
し

て
い
る
。

北
部
地
区

　

北
部
地
区
の
総
会
で
は
、

①
西
淀
川
・
淀
川
健
康
友
の

会
が
毎
年
開
く
「
健
康
ま
つ

り
」
で
歯
科
健
診
を
積
極
的

に
取
り
組
む
。
こ
の
中
で
、

市
民
に
早
期
治
療
・
予
防
の

必
要
性
を
訴
え
、
歯
科
医
院

へ
の
受
診
を
促
し
て
い
く
②

会
員
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
講

習
会
を
企
画
す
る
③
大
阪
市

内
の
他
地
区
と
連
携
し
て
大

阪
市
政
の
諸
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く―

―

を

重
点
に
し
た
方
針
を
確
認
し

た
。

や
、
会
員
交
流
を
図
る
た
め

の
文
化
企
画
の
実
施
を
検
討

す
る
②
他
団
体
と
も
協
力

し
、
歯
科
保
険
医
療
を
充
実

さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
る

③
定
期
的
に
ニ
ュ
ー
ス
を
発

行
し
て
協
会
の
取
り
組
み
を

会
員
に
伝
え
る―

―

な
ど
の

方
針
を
決
め
た
。

西
部
地
区

　

西
部
地
区
の
総
会
で
は
、

医
科
と
の
連
携
を
中
心
と
し

た
講
習
会
・
交
流
会
企
画
、

恒
例
の
ス
タ
ッ
フ
接
遇
講

座
、
会
員
と
日
常
的
な
つ
な

が
り
を
持
つ
た
め
の
訪
問
活

動
な
ど
を
柱
と
し
た
活
動
計

画
を
確
認
し
た
。
計
画
で
は

年
１
回
程
度
、
大
阪
市
内
地

区
合
同
の
役
員
会
を
開
き
活

南
部
地
区

　

南
部
地
区
の
総
会
で
は
、

①
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取

り
な
が
ら
、
社
保
や
臨
床
、

医
院
経
営
、
医
科
・
歯
科
連

携
な
ど
の
講
習
会
の
実
施

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
を
願
う
府
民
の
声
と

運
動
を
受
け
、
制
度
の
対
象

年
齢
を
引
き
上
げ
る
自
治
体

が
広
が
っ
て
い
る
。
３
月
議

会
で
11
市
町
が
拡
充
を
決
め

た
（
入
・
通
院
ふ
く
む
）。

大阪府下の子ども医療費助成制度一覧（通院）

市 町 村 対象年齢 所得制限

大 阪 市 就学前 児童手当
堺 市 中学卒業（７月１日から） なし（７月１日から）
岸 和 田 市 就学前（７月１日から） 児童手当
豊 中 市 就学前 児童手当
池 田 市 就学前（７月１日から） 児童手当
吹 田 市 就学前 児童手当
泉 大 津 市 ５歳未満（７月１日から） なし
高 槻 市 就学前 児童手当
貝 塚 市 就学前（７月１日から） なし（７月１日から）
守 口 市 ３歳未満 児童手当
枚 方 市 就学前 なし
茨 木 市 小学２年 児童手当

八 尾 市 就学前 児童手当
（０歳は所得制限なし）

泉 佐 野 市 ４歳未満 なし
富 田 林 市 小学３年 なし
寝 屋 川 市 就学前 児童手当
河内長野市 就学前 なし
松 原 市 就学前 児童手当
大 東 市 就学前 なし
和 泉 市 就学前 なし（７月１日から）
箕 面 市 就学前 なし
柏 原 市 就学前 なし
羽 曳 野 市 就学前 なし
門 真 市 就学前（10月１日から） なし
摂 津 市 就学前 なし
高 石 市 ４歳未満 なし
藤 井 寺 市 就学前 なし
東 大 阪 市 就学前 なし
泉 南 市 ４歳未満 なし
四 條 畷 市 就学前（７月１日から） なし
交 野 市 就学前 なし
大阪狭山市 就学前 なし
阪 南 市 ４歳未満 なし
島 本 町 就学前 児童手当
豊 能 町 就学前 児童手当
能 勢 町 小学３年（４月１日から） 児童手当
忠 岡 町 就学前（10月１日から） なし
熊 取 町 就学前 なし
田 尻 町 小学３年 なし
岬 町 ４歳未満 児童手当
太 子 町 就学前 なし
河 南 町 就学前 なし
千早赤阪村 就学前 なし

86人が参加した北部・西部地区合同の
説明会＝４日、Ｍ＆Ｄホール

（2010年度拡充予定分含む）

※所得制限の「児童手当」は、児童手当法特例給付を準用

を
つ
け
る
よ
う
に
支
援
す

る
の
が
行
政
の
役
割
」
と

主
張
。大
型
開
発
を
進
め
、

大
企
業
奉
仕
を
強
く
打
ち

出
し
て
い
る
。

　

大
開
発
を
「
起
爆
剤
」

に
し
て
、
大
企
業
を
呼
び

込
め
ば
、
府
民
や
中
小
企

業
が
潤
う
と
い
う
手
法

は
、
５
兆
円
も
の
借
金
を

重
ね
た
従
来
の
府
政
運
営

と
何
ら
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
す
で
に
破
た
ん
が
証

明
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ま
府
政
に
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
社
会
保
障

を
充
実
さ
せ
、
府
民
の
暮

ら
し
を
足
元
か
ら
支
援

し
、
内
需
主
導
で
大
阪
経

済
を
活
性
化
す
る
こ
と

だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
大

開
発
優
先
と
い
う「
聖
域
」

に
メ
ス
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
お
わ
り
）

　

経
済
不
況
に
よ
る
危
機

的
な
府
民
の
暮
ら
し
を
反

映
す
る
よ
う
に
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
で
は

府
政
の
優
先
課
題
と
し
て

「
景
気
対
策
」
や
「
医
療

・
福
祉
の
充
実
」
が
上
位

を
占
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
府
の
新
年
度

予
算
は
、
不
況
で
苦
し
む

府
民
生
活
を
下
支
え
す
る

視
点
に
乏
し
い
。
橋
下
知

事
が
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
Ｗ
Ｔ
Ｃ
へ
の
府
庁
舎
移

転
や
伊
丹
空
港
の
廃
止
、

道
州
制
の
導
入
は
、
府
民

の
願
い
と
は
掛
け
離
れ
た

も
の
ば
か
り
だ
。
予
算
審

議
を
通
じ
て
橋
下
知
事
は

「
大
企
業
が
国
際
競
争
力

生
活
よ
り
大
企
業
支
援

大
阪
府
２
０
１
０
年
度

大
阪
府
２
０
１
０
年
度

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
④④

協会調べ

子ども医療費助成


